
審判会議資料  

第 64 回 神奈川県⼤学体操競技選⼿権⼤会 審判会議通達事項  

 男⼦審判⻑ 植村隆志
⼥⼦審判⻑ ⼩嶋 愛 

  
１．D1 審判員紹介  

【男⼦】                         【⼥⼦】  
・ゆ か：阿部 匡利（東京農業⼤学） ・跳    ⾺：渡邊 南実 (東京農業⼤学)   
・あん⾺：⾚沢 秀樹（本部依頼）   ・段違い平⾏棒：佐藤 絵美 (本部依頼)   
・つり輪：佐々⽊ 祐直（本部依頼）  ・平   均   台：猪俣 実佑 (東海⼤学)  
・跳 ⾺：伏⾒ 慎之介（本部依頼）  ・ゆ    か：塩⼊ 理奈⼦ (本部依頼)  
・平⾏棒：佐藤 脩平 (東海⼤学)  
・鉄 棒：宮崎 彰吾 (本部依頼)  

  
2．適⽤規則  
 FIG 採点規則に準じて⾏いますが、⼀部、⼤会特別規則を適⽤します。  
 ⼤会ホームページ（http://kd-gym.jimdo.com）よりダウンロードの上、ご確認下さい。  
  
3．⼤会中の注意事項  
 ・参加者は基本的にマスクの着⽤は各⾃の判断とします。ただし、社会情勢によっては、応援をする際にマス
クの着⽤をお願いする場合がございます。 
 ・種⽬ごとの挨拶は器具を間に挟み、離れて⾏ってください。  
 ・館内での⾷事は禁⽌とします。  
  
4．D スコアへの問い合わせに対して   
次の種⽬に移動するまでに、D1 審判へ⼝頭で質問するよう監督に案内しております。各種⽬ D1 審判員はご
対応をお願いします。  
  
5．競技直前の練習時間について  
男⼦は原則 1 組６名のため、練習時間を各種⽬ 3 分とします。（平⾏棒は 50 秒×⼈数、跳⾺は 2 本まで）  
⼥⼦は以下の通りとします。  

・跳    ⾺：1 ⼈ 2 本  
・段違い平⾏棒：1 ⼈ 50 秒  
・平   均   台：1 ⼈ 30 秒  
・ゆ    か：チーム・個⼈ともに 3 分  

  
6．昼⾷  
昼⾷はお弁当を⽤意しています。 
7．本部依頼審判員の⽅へ  
 当⽇審判謝礼を本部役員より、お受け取り下さい。  
 
 
 
  



8．選⼿、コーチの⾏動のルールについての確認   
◎不適切なマグネシウムの使⽤について   
炭酸マグネシウムを撒き散らすような⾏為やマットやカーペットに⾜で擦り付けたり、助⾛路に炭酸マグネ
シウムで⼤きくラインを引いたりするなど容易に復元できないような⾏為は違反となり、減点対称となりま
す。助⾛路に印を付けたい場合は、テーピング等復元可能な⽅法で代⽤し、演技後は必ず使⽤したテープを
剥がすようにお願いいたします。   
  
◎落下による中断時間について  
もし、選⼿が落下時間の計測の開始を避けるために故意にマット上から⾜を離している場合、規律のない⾏
動として最終スコアから-0.30 減点となります。落下後、選⼿の安全が確認できましたら、速やかに演技再
開に向けて動き始めてください。   
  
◎出⾎の対応について   
出⾎があった場合には、⾎液には直接素⼿で処置することなく速やかに競技スタッフまたは救護係へ連絡を
してください。  
競技の進⾏に関わる場合は D1 審判へ申し出てください。また、もともと傷があるような場合には競技中に
出⾎しないように事前にテーピングを巻くなど対応をお願いします。  

 
   以上  


